
―「ついつい、言い返してしまう自分」を乗りこえよう―
　先日、道徳で次のような学習をしました。それは、スポーツは苦手だけど音楽がとくいな「なつみ」が、スポーツは得意だけど音楽が苦手な「てつお」にアドバイスをする話です。「もっと指で穴をふさいだらきれいな音がでるよ」となつみは言います。しかし、てつおは、「なんだ、おまえだって鉄棒できないくせに・・・」などと心の中で思い、すなおになつみのアドバイスを聞けないのです。
　このように、「言っていることの内容は正しいけど、言う人によってすなおに聞けない」ということは、子どもたちの学校生活ではよくあることです。ご家庭ではいかがでしょうか？　以下、ドキっとする表現もありますが、表現できるということは、反省できているということですので、あえて掲載しました。

ぜひ、「ついつい、言い返してしまう自分」を乗りこえ、すなおな自分になってほしいと願っています！
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【自主勉がんばった！】


祝日があったせいか、今回はちょっと少なめ。でも、その分↓の人たちは、がんばった！！　エライ！！





Aさん．Bさん．Cさん





そうじでA君に注意されたのに、いきなり「空気よめ」など言ったことがある。


Aさんが私のだめなところをしてきして、言っていることはすごくもっともなんだけど、ついつい、「なんで？　しちゃだめなんてほうりつはないじゃん！」と言って、ケンカになってしまったことがあります。


そうじの時に、「ここふいて」と言われると、「わかってるよ、うっせえな！」と言い返してしまう。


私は、たとえば、発表してまちがえて、となりの人とかに「それは○○だよ。」とか言われたときにむかつく。





（言い返してしまった時は）ものすご～くこうかいしてしまいます。・・・これからは、すなおに受け止めたいと思います。（A）


てつおの変化は、すごい成長だと思う。これからは、できるだけ、てつおをみならって、がんばる（B）


これからは、なるべくけんかをなくして（いもうとと）仲良くしたいです。心の中の思いも消したいです。（C）


これからは、アドバイスしてくれたんだから、ありがとうとか言うようにして、そのアドバイスしてくれた人にもおんがえししたいなぁと思った。（D）


何かこまっている人がいて、自分がアドバイスできるんなら、やさしく相手が受け止めてくれるような言い方をすればいい。（E）











-----------------------------------------------------------切り取り線-----------------------------------------------------------------

☆自由に感想をお願いします☆

名前（　　　　　　　　）


